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年頭に当たりまして 
 

新年明けましておめでとうございます。  
会員の皆様におかれましては、新春を健やかにお迎えのことと心よりお慶び申し 
上げます。  

昨年、令和２年の初めから新型コロナウィルスが発生し、これまで経験したこ 
とのない流行となりました。太田市でも２月後半に一人目の感染者がでました。  

新型コロナウィルスの終息が見えない中、経済回復の為ＧＯＴＯトラベルや 
ＧＯＴＯイ－ト等もあり、感染拡大が収まっていません。  

新型コロナウィルスの患者が発生して一年が経過しておりますが、現在も増 
えつづけ大変な状況が続いています。一方で、ワクチンの開発が進む等、わず 
かながら明るい兆しもあり、早く終息することを願っております。  

昨年度の「群馬菱の実会」の活動としましては、新型コロナウィルスの影響を受け３４回目の定 
期総会を始めとし秋の親睦旅行、また今年の２,３月に予定しておりました役員研修会及びＭＨＫ
菱花会とのカラオケ交流会も中止となりました。  

愛好会の活動においては、屋外での活動愛好会はコロナ対策を実施して活動してきましたが、屋 
内で実施する愛好会は密になることから中止するところが増えました。  

さて、今年度の「群馬菱の実会」活動としましては、新型コロナウィルスでどうなるか分りませ 
んが例年通り活動を継続して行きたいと思います。愛好会については高齢化にともない、縮小傾向
にありあますので会員の皆様方の健康維持の為にも多くの参加をお願いします。  

 令和２年度のＭＨＫ菱花会とのカラオケ交流会は中止となりましたが、今年新型コロナウィ
ルスが収まった段階で早期に開催しますので、是非皆様の参加をお待ちしております。  

今後とも、菱の実会運営に皆様方のご理解ご協力をお願い申し上げます。  
最後になりますが、三菱電機群馬製作所の益々のご繁栄と労組・菱の実会の皆様方にとってこの 

新しい年がより佳き一年となりますよう、心からご祈念申し上げ新年のご挨拶と致します。 
 

 
菱の実会の皆様、新年明けましておめでとうございます。 

新春を健やかにお迎えのこと、心よりお喜び申し上げます。 
また、日頃より労働組合の活動に対しまして、ご支援ご協力を賜り厚く御礼申し 
上げます。 

弊支部は、昨年８月の改選により新体制となりました。特に今回は皆さまとの 
窓口となる書記長が田中書記長（旧執行委員）へ変更していますので、ご承知お 
きいただきますようお願い申し上げます。これまで同様、気軽に組合事務所に足 
を運んでいただければ幸いです。 

さて、未だ収束の見通しがつかない新型コロナウイルス感染症により取り巻 
く環境は大きく変化しています。在宅勤務の取り組みをはじめ、各種会議のリモ 
ートワーク（WEB）などが飛躍的に活用されてきています。これまでの FACE TO FACE を基本とし
てきた労働組合の取り組みも柔軟な対応を求められている状況です。現在の状況にあった取り組
みを実施することで組合の存在価値・意義をしっかりと行動に出せるように新執行部全力で頑張
る所存です。 

次に馬電給湯器事業についてです。 
20 年上期は、コロナ禍で商品確保を目的とした受注増によりスタートしましたが 緊急事態宣

言を受け経済活動をはじめ様々な活動が停滞し 5 月以降、給湯器の全需は前年割れで推移する中、
群馬の販売状況はというと前年水準を維持し、8 月のマーケットシェアでは、単月過去最高を更新
することが出来ました。同時期に、新機種である B5 シリーズを発売しました。 

業界で初めて UV-LED ユニットを採用し配管を通るお湯に照射することで浴水で発生する菌の増
殖を抑え清潔さをより長時間保つキラリユキープを搭載しています。また、トップクラスの省エネ
性をかなえる新断熱材構造のサーモジャケットタンクで保温性能を向上しています。 

新築着工など依然として、不透明な状況ですが、菱の実会の皆様にも拡販頂ければ幸いです。 
最後になりますが、昨年 7 月の定期大会で 2020 年度以降の組合活動の基盤となる新たな中期ビ

ジョンが確立されました。「笑顔な毎日」「ゆたかな人生」です。毎日という短期的視点、人生と
いう長期的視点の双方から掲げることとしました。群馬支部としても毎日の笑顔の積み重ねがゆ
たかな人生につながることをめざして取り組んでいきます。そのためにも菱の実会の皆様とはこ
れまで以上に連携を深めながら、共に笑顔な毎日、ゆたかな人生を作っていきたいと思います。 

本年は菱の実総会にてお会い出来ることを楽しみにしながら、菱の実会の益々の発展と皆様の
ご健康とご多幸をお祈り申し上げます。 
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【令和 3 年度群馬菱の実会 総会開催予定】 

令和３年度の総会は、４月２０日（火曜日）開催を予定しています。  

新型コロナウィルス感染症の状況次第では開催出来ない場合もありますので、3 月号で 

改めてお知らせします。 
 

【令和２年度カラオケ愛好会の活動】 

会場として利用していた、尾島町、割烹「朝日」がコロナ禍で閉店し、４・５月の活動は 

停止、6・７月については、太田市高林のカラオケ専門店「カラオケばんばん」の安全状 

況を確認し、「密集、密着・密閉」を避ける大広間（通常３０人ホール）を利用し、７人、 

９人で通常（大会形式でない）活動をしました。 

８月以降も新型ウイルスの活動は衰える状況でなく、やむなく今年度の活動は休止と決議 

しました。活動再開の折には、皆様のふるってのご参加をお呼びかけしますので、是非お 

出掛け下さいませ！ 

なお例年、年度末に実施している、菱花会カラオケ愛好会との「交流カラオケ大会」に 

ついても、上記の事情から実施は控え、状況を見て開催を検討したいと思っております。 

 

【第９９回菱の実会ゴルフ大会】 

令和２年１２月２日（水）に大間々ゴルフクラブに
於いて第９９回菱の実会ゴルフ大会を実施しました。 
  新型コロナウイルスは群馬県内も太田市もなかな
か落ち着かない中、引き続きコロナウイルスの対策を
して感染の発生を出さないように配慮してのゴルフ
コンペでした。 
 予報では１日曇りで気温も最高で１０℃と云う事
でしたが、スタート時は曇りでしたが前半の途中には
晴れ間も出てきて風もなく暖かさも感じながら今の
時期にしては快適なコンデションの中のコンペになりました。 

今回は２５名のコンペになりました。 
結果は目崎道夫さんが優勝をしました。 
また今回は稲葉征一さん、霜田政雄さん、坂田修さんの３名の方がエイジシュートを 
達成しました。 
 皆様のご協力に心より感謝申し上げます。 
次回の大会は‘２１年４月７日（水）に第１００回記念大会を予定します。 
（大間々ゴルフクラブ） 
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祝・長寿  （ 令和３年１～２月度 ） 

喜寿（７７歳） 
1 月：久保田 久雄 様、宮田 恭之 様 

2 月：本多 勝幸 様、市村 初子様 
 

（３） 

【会員投稿】 

危険１００歳ドライバーに注意          石井康夫 

確か４～５年前のことだ。大事に至らず過ぎたもので記憶があいまいだが。 

その日、父が心臓の手術をするという母からの連絡があって病院に駆け付けた。 

母の話は、「しばらく前から体調が思わしくなく診察を受けたら、原因は心臓で何やらちゃ

んと鼓動を伝える信号が伝わっていない。」とのこと、それで手術だという。 

要領を得ない話だが、心臓の手術と聞くと「これが今生の別れかも」と飛んできた次第であ

る。 

病室の前で母と妹に顔を合わせ、父の病室へ入ろうとすると、 

「いま入れないの、手術前の診察と事前の処置をしているところなの」という。 

「だめだっていうのに、今朝も一人で病院まで自分で車を運転してきたの、途中で心臓が止

まったらと思うと気が気じゃなくて」いつもの通り母の話は要領を得ない。 

妹に聞くと、「心不全による体調不良がありペースメーカを入れる手術とのこと、本人はい

たって元気、母の言う通り人に送ってもらわず自分で車を運転して病院に来た、病院の先生

は心配のない手術だという、でも場所が場所だけに何が起こっても不思議はない。いざとい

う時に不便だから車で行くといって父が言うことを聞かなかった等々」ということらしい。 

不謹慎な息子は、「いざとなったら、帰りは棺桶だから心配しなくていいのに」と思ったが、

もちろんそんなことは口に出さない。 

手術前の処置を終えた看護師さんと入れ違いに病室に入るとベッドに腰かけた父が目薬を

差している。 

「じいちゃん。（孫が生まれてから父とは呼ばずじいちゃんになった。）大丈夫かい」手術

するのだから大丈夫なわけじゃないが、こんな時は常套句に限る。 

しかし心臓の手術で目薬なんてあまり聞いたことがない。それとも医学の進歩で最近はこう

した処置もするのかと父に問うと。 

「運転免許の更新が近々あるんで、ちゃんと見えなきゃ受からねぇ。」という。 

「今はそんな時じゃねぇだろう」というと、 

「バカ言え、車が無きゃあ、遊びにも出られねぇ」何か話の筋道がおかしい。 

今生の別れの場面を頭に浮かべて病室を訪れた愚息の覚悟とは裏腹にけろっとしたものであ

る。もちろん手術は問題なく、退院時には自分で車を運転して帰ったのだ。 

車の運転については、しばらく前から気にはなっていた。９０歳を越えてから「そろそろ

免許の返納もいいんじゃないの」と匂わせてきたが全く動じない父であった。 

父の車には、もちろんあちらこちらと細かい傷がついている。衰えは隠せない。体の衰えと

運転の衰えは外観の傷を見れば一目でわかる。 

心臓の手術からかれこれ５年、それとなく匂わせていた免許返納が、いつ返納するかの話

に替わってもいまだに持ちこたえていた父だが、「１００歳になったら免許返納する」とや

っと覚悟を決めた。そんな父もめでたく今年２月で１００歳。 

「ところで、肝心の免許は、どうなった？」 

いつの間にか決まっていたはずの覚悟が、都合よく更新されている。 

おいおい、免許じゃないんだから覚悟を勝手に更新するなよ、 

「まだ期限が残ってるから、もったいねぇ」と言い訳する。意外としおらしい。 

いったいいつから「ＮＰＯ法人もったいないジャパン」に賛同するようになったんだい。 

「ところで次の更新は何時だっけ？」 

げげっ、来年の二月かよ・・・。いい加減にしろよそれじゃ１０１歳だぞ。 

とうとう、本人の寿命と免許の期限のどっちが切れるかの勝負になってきているぞ。 

まさか寿命の更新は無いよね。 令和元年度全国の 100 歳以上の運転免許証所有者は 89 名だそうです。 
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加藤 悟 (享年 85 歳)  
8 月にご逝去されました。 
ご冥福をお祈り申し上げます。 

     

     
長嶺 元さん (享年 82 歳)  
10 月 30 日にご逝去されました。 
ご冥福をお祈り申し上げます。 

     

     

平賀 一さん (享年 77 歳)  
11 月 12 日にご逝去されました。 
ご冥福をお祈り申し上げます。 

中島 重夫さん (享年 86 歳) 
10 月 20 日にご逝去されました。 
ご冥福をお祈り申し上げます。 

     

     

     

     


